
うずまるフェスタの開催

福良の防災に関するまちづくりの取組みをご紹
介！
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津波防災フォーラム2026

自走式水洗トイレカーの展示

2024年１月１日に発生した能登半島地震で被害のあった珠
洲市に、南あわじ市がトイレカーを派遣しました。被災地でト
イレカーを利用した方からは、感謝の言葉をたくさんいただい
たそうです。

トイレカーのラッピングは、市の花「水仙」と「うず潮」で
す。偶然にも水洗トイレを連想させるラッピングになったよう
ですよ。

2025年11月22日（土）に、津波防災のまちづくりをめざす福
良地区の魅力を発信するとともに、防災啓発活動を行うため、
福良港津波防災ステーション前でイベントが開催されました。

うずまるフェスタ実行委員会の原会長、南あわ
じ市長から、挨拶がありました。

昨年度、湾口防波堤が完成したことで、被害が
軽減される見込みですが、継続した避難訓練が大
事であることなどのお話しがありました。

能登半島地震経験者より、被災時
の避難行動、情報入手・伝達、生活
再建等の課題や被災地の孤立状況へ
の対応について話題提供。

総合的な学習の時間で学んだ防
災学習の成果発表と「しあわせ運べ
るように」の合唱を披露。

兵庫県立大学大学院減災復興政策
研究科の澤田准教授より、能登半島
と淡路地域の共通するリスクや対策
について紹介。

2026年1月18日（日）に、南海トラフ地震への備えに
対する住民意識の向上のため、福良地区公民館にて
フォーラムが開催されました。

基調講演 パネルディスカッション 福良小学校６年生による発表

オープニング

メインステージ

和太鼓団体「和太鼓美鼓音」や福良こども園
園児による演奏が披露されました。

地元産の素麺（備蓄食料）
のふるまい

水消火器
「的当てゲーム」

愛称は
『うずまる』です。
うずしおのようにまるく、
福良の町を守る。

団体での来館も多く、様々な方に津波防災
について学習・体験いただいています！

１. 津波に備える知識を広く皆様に知っていただく施設です。
２. 地域の皆様が、交流活動を通して、広く防災ネットワークを作っていただく拠点です。

〒656-0501 兵庫県南あわじ市福良甲1528-4
TEL:0799-50-2381 FAX:0799-50-2382
URL：http://www.tsunami-bousai.info
E-mail：info@tsunami-bousai.info

◆福良港津波防災ステーション
開館時間：10：00～16：00
休館日：毎週月曜日（※月曜日が祝日の場合、
翌火曜日が休館日となります

■来館者数（人）
平成22年9月～令和8年2月まで

福良港津波防災ステーションは、津波防災に関する２つの目的をもった施設です。
保育所から小学校、中学校まで多くの子供たちが利用しています。また、県内外、海外から視察や研修
にたくさんのひとが訪れます。

◆福良港津波防災ステーションでは、学習リーダーが常駐し、津波に対する防災学習を行っております。
より多くのみなさまにご来館いただきますようお待ちしております。

波戸崎リーダー 谷口リーダー 多田リーダー

はとざき たにぐち ただ

津波防災と観光の
両方に取り組んで
いることが福良の
自慢です。

防災の取組を通じて、
福良の「ひと」「ま
ち」を知ってもらい
たいです。

自分で体験した防災
の取組をみんなに伝
えていきたいです！

総来館者数
27万人達成！

福良地区津波避難７箇条
① 揺れが小さくても1分以上揺れたら、すぐ避難。
② 30分以内に避難場所へ逃げること。（福良では）
③ てんでんばらばらで逃げられる信じあえる家族づくり、地域づくり。
④ 少しでも高いところを目指すこと。
⑤ 建物へ逃げ込むのは最後の手段。
⑥ 一度避難したら、絶対に家に戻らない。
⑦ 避難のためにも、住宅の耐震化、家具の固定。

平成22年9月～
令和4年3月

216,065

令和5年度 18,096

令和6年度 21,369

令和7年度 22,212

合計 277,742



国道28号

兵庫県防災ツーリズム 災害について学ぶ×観光

日時：2025年11月9日（日）
会場：南あわじ市福良 福良八幡神社周辺

福良のまちなかの取組み

観光防災の考え方

南あわじ市では、全島をあげて取り組む「世界一の食の島」を先導する「食の街区形成」に向けて、福良商

店街周辺をモデル地区に設定しています。現在、福良では、空き家を活用して飲食店等を誘致し、観光客

を呼び込むことで、商店街周辺を盛り上げるため、様々な取組みが行われています。

イベント内容：
・福良の食材を使った「3年トラフグのてっさ」や「鯛めん」、

「釜揚げシラス丼」などのふるまい。
・商店街の空き家を活用し、海のアクセサリーづくりや

淡路島の写真展など様々な催しの開催。
・街中でミュージシャンによる演奏。 など

福良の商店街を舞台に、食、音楽、歴史を街歩きしながら楽しめ
るイベントが開催されました。

福良の空き家を活用したまちの再生について、市民とともに考え
提案をまとめるワークショップが開催されました。

日時：2025年11月9日（日）
会場：南あわじ市福良 福良地区公民館
主催：南あわじ市 商工観光課

2024年に「世界一の食の島」を先導する食の街区検討委員会
が設置され、これまで、商店街の街並み再生のあり方について検
討されてきました。ワークショップでの意見も踏まえ、現在、兵
庫県立大学教授らの協力のもと「福良まちづくり計画（案）」が
作成されています。

「防災ツーリズム」のHPでは、「防災ツーリズム」

に関するストーリー動画をご覧いただけます。

また、防災学習を体験できる施設として、「福良

港津波防災ステーション」が紹介されています。

福良では、「食の街区形成」を進めており、今後、観光客が増えることが見込まれます。

昨年、津波の浸水面積の縮減が期待される湾口防波堤が完成しましたが、それに安心せず、災害が

起きた時のことを想定し、防災の意識を改めて見直す必要があります。

他市では、観光地での災害対応マニュアルなどを作成している地域があります。例えば、長野県白馬村の観光防
災マニュアルには、「地域住⺠と観光客の大きな違いは、観光客は、その地域の土地勘がほとんどないうえに、そ
の地での過去の災害経験がなく、事前の避難訓練もできないため対処の方法が分からないことがあげられます。」

と記載されています。

そのような課題にも対応できるように、福良では、2024年に、観光施設による避難訓練を実施しました。当日は、
福良に訪れた観光客や地元住民が参加されていました。

兵庫県では、これまで阪神・淡路大震災や北但大震災等、数多くの自然災害を経験してきました。そこで

得た経験や教訓等を世代や地域を越えて継承するために、防災関連資源と豊富な観光資源を活かし、防災

学習を体験しながら、兵庫県の魅力を体験できる「防災ツーリズム」の推進に取り組んでいます。

福良口うずしおドームなないろ館

START GOAL

観光施設による避難訓練を昨年度、初開催！

主催：うずまるフェスタ実行委員会 協力：ジョイポート淡路島㈱、淡路人形座、福良町づくり推進協議会

避難経路

＜ワークショップなどの意見を踏まえて作成された
福良まちづくり計画（案）＞

＜「防災ツーリズム」に関するストーリー動画＞

＜イベントのチラシ＞

「防災ツーリズム」のHP▲

■防災学習を体験できる施設としてHPに紹介されている
「福良港津波防災ステーション」の概要


